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補
償
の
種
類
お
よ
び
補
償
額

◎
傷
害
補
償（
表
１
参
照
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
け
が
な
ど
を
し

た
場
合

◎
賠
償
責
任
補
償（
表
２
参
照
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
活
動
者
の
過
失

に
よ
り
、
け
が
を
負
わ
せ
た
、
ま
た
は
物
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合

対
象
と
な
る
方

　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
す
る
市
民
団
体

が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
者（
市

外
在
住
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
）。

※ 

市
民
団
体
と
は
…
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
市
民
で
構
成
さ
れ
る
団
体

 

　

対
象
と
な
る
活
動

① 

社
会
教
育
活
動（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
） 

② 

青
少
年
育
成
活
動（
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
）

③ 
社
会
福
祉
活
動
・
社
会
奉
仕
活
動（
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
の
介
護
・
支
援
な

ど
）

④ 

地
域
社
会
活
動（
自
治
会
活
動
、
防
犯
活

動
な
ど
）

⑤ 

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
自
発
的
に
行
う

活
動
で
無
報
酬（
交
通
費
な
ど
の
実
費
の

支
給
を
除
く
）の
も
の

※ 

保
険
の
約
款
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

補
償
を
受
け
る
た
め
に
は

　
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
事
前

に
市
へ
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
自
治

会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
を
除
く
）。

※ 

登
録
に
は
、年
間
予
定
が
わ
か
る
も
の（
総

会
資
料
な
ど
）や
会
則
な
ど
が
必
要
で
す

※ 

登
録
時
に
各
団
体
が
保
険
料
を
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら

　
速
や
か
に
地
域
振
興
課
へ
連
絡
し
、
事
故

の
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
事
故
報
告
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す（
当
日
の
活
動
の
詳
細
が
わ
か
る
も

の
や
事
業
計
画
が
わ
か
る
も
の
、
当
日
の
参

加
者
名
簿
な
ど
も
あ
わ
せ
て
必
要
に
な
り
ま

す
）。

　
事
前
の
準
備
や
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
が
事
故

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

表１：傷害補償
種類 支払事由 補償限度額

死亡 活動中の事故が原因で180日
以内に死亡したとき 300万円

後遺障害 活動中の事故が原因で180日
以内に後遺障害が生じたとき 9万〜300万円

入院 ボランティア活動中の事故に
より、入院したとき

1日3,000円
（180日まで）

手術 入院補償が適用され、かつ治
療のために手術を受けたとき

入院補償の日額に保険約款で
定める率を乗じた額

通院 ボランティア活動中の事故に
より、通院したとき

1日2,000円
（90日まで）

表２：賠償責任補償
種類 支払事由 補償限度額

身体賠償 他人の身体に損害を与え、損
害賠償責任を負ったとき

１人につき１億円
１事故につき２億円

財物賠償 他人の財物に損害を与え、損
害賠償責任を負ったとき １事故につき500万円

保管物賠償
他人からの預かり品または管
理している物を滅失、き損、
汚損などにより損害を与え、
損害賠償責任を負ったとき

１事故につき300万円
（補償期間中1,000万円まで）

※賠償金のうち5,000円を超えた分が対象

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
補
償
制
度
の
ご
案
内�

く
わ
し
く
は　
地
域
振
興
課　
市
民
協
働
推
進
係　
☎︎
０
２
８
８（
21
）５
１
４
７

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
行
え
る

よ
う
、
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
け
が
な
ど
を
補
償
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
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　　  デマンドバスとは

　予約があった時だけ走る、ワゴン車タイプの乗り合いバスです。ドア・ツー・ドア方式で自宅付近から
運行地区内の医療機関やスーパーなどで乗り降りができます。

　　  デマンドバスを利用するために

　◎デマンドバス運行地区…小来川地区（山久保を含む）、猪倉地区、落合地区
　
　◎利用できる方…運行地区に在住または通勤する市民で利用登録（無料）した方
　　※利用には事前登録が必要です。利用者登録票に記入のうえ、都市計画課へ
　　　提出してください（登録には１週間程度かかります）

　◎利�用方法…予約受付は２週間前から始発地を出発する１時間前までです
　　※午前７時〜８時の利用については、前日までに要予約
　　　（行きの予約時に帰りの予約もできます）

　◎予約受付時間…午前７時〜午後７時

　◎利用料金…１回300円（８月・９月のみ１回100円）
　　 

　　  新型コロナウイルス感染症への対策

　●皆さんにデマンドバスを安全に利用してもらうため、次のとおり対策を行っております。
　　①乗務員のマスク着用・体温測定　②消毒液の設置　③定期的な車内清掃

　●乗車時には安全・安心な車内環境づくりのため、次のご協力をお願いします。
　　①手洗い・うがい　②咳エチケット　③マスクの着用　④車内での会話を控えめにする

　行き 　帰り

①�予約センター（☎0288-22-0058）
へ電話

②自宅付近から乗車

③目的地付近で下車

①予約センターへ電話
※行きの予約時に帰りの予約も可

②目的地付近から乗車

③自宅付近で下車

　デマンドバス利用促進月間の８月１日（月）〜９月30日（金）は、１回100円でデ
マンドバスが利用できます。

くわしくは　都市計画課　交通政策係　☎0288-21-5151

８月・９月は、デマンドバスが…

　　　　「100円」!!

乗り降りしやすいように
「補助ステップ」を設置
しています

乗 

車 

方 

法
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